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　春日歴史民俗資料館では太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

終
しゅう

戦
せん

の時期
にあわせ、夏季ミニ企画展「教科書がものがたる戦
争」を開催しました。企画展では、明治時代から
昭和時代にかけて、実際に丹波市で使われていた
教科書を展示し、こどもたちが「戦争」についてど
のように学んでいたかを紹介しました。
　近代の日本は、太平洋戦争だけでなく、国内で
は戊

ぼ

辰
しん

戦
せん

争
そう

や西
せい

南
なん

戦
せん

争
そう

、海外では日
にっ

清
しん

・日
にち

露
ろ

戦
せん

争
そう

、第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

など、多くの戦争を経験して
います。戦争が今より身近だった時代、国語や修

しゅう

身
しん

（現在の道
どう

徳
とく

）の教科書では戦場での兵士の活
かつ

躍
やく

や美
び

談
だん

が書かれ、図
ず

画
が

( 現在の図画工作 ) の教
科書では兵隊や戦車の絵が掲

けい

載
さい

されていました。
　企画展の期間中、展示した教科書の一部を拡

かく

大
だい

印
いん

刷
さつ

して、展示室と市内の各図書館に設
せっ

置
ち

しまし
た。展示している資料を手に取って見ることで、当
時のこどもたちの学校での様子をイメージしやすく
なったのではないでしょうか。

　丹波竜化石工房では 2024 年夏
か

期
き

特
とく

別
べつ

展
てん

として
丹波竜を主役とした企

き

画
かく

展
てん

を開
かい

催
さい

しました。丹
波竜が属

ぞく

する「竜
りゅう

脚
きゃく

類
るい

」と呼ばれるグループの
恐
きょう

竜
りゅう

たちは、首と尻
しっ

尾
ぽ

が長いのが特
とく

徴
ちょう

的
てき

な恐竜
たちです。地球史

し

上
じょう

最
さい

大
だい

の陸上動物と言われて
おり、最も大きいもので全

ぜん

長
ちょう

35 ｍ以上、体重
80ｔ～ 100ｔもあったとされます。本展では丹
波竜がどのように見つかり、どんな特徴から新

しん

属
ぞく

・新
しん

種
しゅ

だと分かったのかを紹
しょう

介
かい

しながら、竜
脚類という「大きなものたち（BIGs）」の起

き

源
げん

や
巨
きょ

大
だい

化
か

の秘
ひ

密
みつ

に迫
せま

りました。
　また、丹波竜化石工房はリニューアルのため
令和 7 年の 7 月ごろまで休

きゅう

館
かん

しています。リ
ニューアル後は施

し

設
せつ

がさらに広
がり、たくさん展示物も増える
のでぜひ楽しみにしていて下さ
い！

歴
れ き

史
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民
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料
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丹
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波
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竜
りゅう

化
か
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春日歴史民俗資料館

夏
か

季
き

ミニ企画展

「教科書がものがたる戦
せ ん

争
そ う

」

BIGｓ

～丹波竜と竜脚類の進化～ 



　丹波市立氷上回廊水分れフィールドミュージ
アムは、年 3 － 4 回の頻

ひん

度
ど

で自然や文化・歴史
に関する企画展・特別展を実

じっ

施
し

しています。
　令和６年度の春は、中央図書館との合

ごう

同
どう

企画
展として、「丹波のむかしばなし展」を開催しま
した。地域に伝わる昔話は、その土地の風

ふう

習
しゅう

や
考え方を知ることのできる大切な宝物です。こ
の企画展では、公

こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

兵庫丹波の森協
きょう

会
かい

がまとめた「丹波のむかしばなし」の中から、
丹波市のお話を選んで、標

ひょう

本
ほん

や歴史資料ととも
に展示しました。関連イベントでは丹波市の語

かた

り部
べ

グループの方にかみしばいも読んでいただ
きました。
　「丹波のむかしばなし」を通して、より一

いっ

層
そう

丹
波市のことを好きになってもらえたら嬉しく思
います。展示を見

み

逃
のが

してしまった方は、ぜひ、
図書館で「丹波のむかしばなし」を探してみて
ください。

　1915 年氷
ひ

上
かみ

郡
ぐん

( 現丹波市 ) 氷上町成
なり

松
まつ

で、地元
では「カツオ」と呼ばれていた、背中にトゲがある
魚が発見されました。田

た

中
なか

茂
しげ

穂
ほ

は、この魚を、同年
11 月の「動

どう

物
ぶつ

学
がく

雑
ざっ

誌
し

」で、「日本魚類の 10 新
しん

種
しゅ

」
の 1 つとして、学

がく

名
めい

を「Pungitius kaibarae」、日本
での名前を「国内で最も南にすむトミヨ」という意味
で、「ミナミトミヨ」と名付け、発表しました。トミヨ
の仲間は、水温は 17 度以下でしか生

せい

息
そく

できず、主
に日本海にそそぐ水

すい

系
けい

の上流にいます。ほかのトミヨ
が日本海側にいるのに、なぜか「ミナミトミヨ」だけ
は瀬

せ

戸
と

内
ない

海
かい

にそそぐ加
か

古
こ

川
がわ

水
すい

系
けい

にいたのです。
　「ミナミトミヨ」が現

げん

存
ぞん

すれば、コウノトリ、オオサ
ンショウウオと並ぶ特

とく

別
べつ

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

級
きゅう

の希
き

少
しょう

種
しゅ

だっ
たと考えられますが、兵庫県内では 1930 年代に、
続いて 1960 年代に京都でも完全に姿を消し、日本
産魚類の種レベルの「絶

ぜつ

滅
めつ

種
しゅ

第１号」となりました。
　ミナミトミヨの標

ひょう

本
ほん

は「青垣いきものふれあいの里」
に展示されています。

・雑学丹波「氷上回廊」　開田齊　著

・神戸新聞 2006 年（平成 18 年）9 月 10 日号　

・ふるさと知の紀行　丹波のミナミトミヨ
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「わっと！みゅーじあむ」には、「ミュージアムって何だろう？ (What’ s Museum？ )」と興味を持ってもらいたいという願い、「わっ！」

と驚くような体験と楽しさ、そしてミュージアムから広がる学びの「輪
わ

」という意味が込められています。

植
う え

野
の

記
き

念
ね ん

美
び

術
じゅつ

館
か ん

中
ちゅう

央
お う

図
と

書
し ょ

館
か ん

令和６年 ４ 月 20 日～ ５ 月 19 日 「市松人形作家　𡈽
つち

田
だ

早
さ な え

苗展」　入館者数 1,504 人

令和６年 ６ 月 ８ 日～ ７ 月 15 日 「丹波市制20周年・作品受
じゅ

贈
ぞう

記念　郷
きょう

土
ど

の日本画家　中
なか

尾
お

英
ひで

武
たけ

展」　入館者数 985 人

令和６年 ７ 月 27 日～ ９ 月 29 日 「開館 30 周年記念　手
て

塚
づか

治
お さ む

虫展」　入館者数 5,421 人

令和６年 10 月 12 日～ 12 月 22 日 「開館 30 周年記念　シャガール展」

令和７年 １ 月 18 日～ ３ 月 16 日  「丹波市制 20 周年記念・作品受贈記念展　

 郷土の文人画家・安田家三代の系
けい

譜
ふ

」

・本の貸出、返却の順
じゅん

序
じょ

を覚えるのが意外と難しかった。

・貸したり、返したりするときに「ありがとう」や「ごくろうさん」とお客様が言ってくれて楽しかった。

・図書館では思った以上に、たくさんの仕事をしていて、すごいと思った。

展覧会事
じ

業
ぎょう

報
ほう

告
こく

☆参加者の感想の一部を紹介します☆

　丹波市立植野記念美術館は、前
ぜん

身
しん

の氷上町立
植野記念美術館として平成６年 11 月３日に開館
してから 30 周年を迎

むか

えました。30 年間の美術
館運

うん

営
えい

の中で、地域ゆかりの美術作品の調
ちょう

査
さ

や
収
しゅう

集
しゅう

・保
ほ

存
ぞん

にも取り組んできました。令和６年
度には著

ちょ

名
めい

作
さっ

家
か

の巡
じゅん

回
かい

展
てん

に加えて、地域ゆかり
の作家の展

てん

覧
らん

会
かい

を開
かい

催
さい

しました。また、令和７
年度の「はしもとみお展」（令和７年 10 月 18 日
～ 12 月７日開催予定）に向けて、はしもとさん
に丹波竜をテーマにした作品の制

せい

作
さく

を依
い

頼
らい

中
ちゅう

で
す。どのような作品、展

てん

示
じ

会
かい

になるか楽しみです。

　丹波市立図書館では、図書館の仕事を体
たい

験
けん

す
ることで、図書館への親

した

しみと理
り

解
かい

を深めても
らうため、毎年、「夏休み一日図書館員」という
イベントを実

じっ

施
し

しています。今年度は、小学４
～６年生の合計 12 名が市内６つの図書館に分か
れて体験しました。内容は、本の貸

かし

出
だし

や返
へん

却
きゃく

を
行うカウンター業務、新しく入った本を書

しょ

架
か

へ
並べる作業、本に透

とう

明
めい

フィルムやバーコードを
貼る作業などです。最初は緊

きん

張
ちょう

していたこども
たちでしたが、慣

な

れてくると楽しみながら積
せっ

極
きょく

的
てき

に取り組んでいました。

開
か い

館
か ん

30 周年を迎えた

植野記念美術館

夏休み

一日図
と

書
し ょ

館
か ん

員
い ん

に

チャレンジ！！
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